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in t11e church as 'miracleヲorin fact a 日is heretofore for Old 

Mrs Chundle quickly dwindles and 11e d叩 idedlyavoids m自己 her.However her 

sudd巴nd叩.thand her 'will' nlll of 11己rgoodwill for him throws I1pon his soul a d出'k

shadow. 

In thi3 paper some ironic aspects of goodwi1l 0ロbothsides are discussed in relation 

with na.rrative technique悶 d descriptions. 

I 

Thomas Hardy(lil40-1928)が，一見すると 18世紀から受け継がれた 19佐紀の

伝統と枠組みの中で小説を書いているように見えながらも，その中に 20世紀以

降に取り沙汰される様々な問題を苧みF 場合によっては意識的にと思われるほど

までに作品が同世代の作家 Henry 並みの心理小説の呈を示して

いることがある。たとえば， fふたつの野心の悲劇J(ιATragedy ofTwo Ambitions'， 

1888)では貧苦の中で苦学をした末に聖職に就きながらも J 恥ずべき父親を見殺

しにする兄弟の葛藤の心理が描かれており f羊飼いが見たものJ the 

Shepherd Saw'，では3 殺人を目撃しながらもそのことを隠蔽するよう強要さ

れた羊飼いの罪意識を 3 クリスマスものとして非常に巧妙に描き出しているら

し吋えれにしてもsハーディらしく 3 キリスト教に対する痛烈な皮肉に満ちたもの

となっている

とは違って，

およそそうした深刻なテーマを中心に据えた暗いトーンの作品

イの死後に出版された「チャンドノレ婆さんJ Mrs Chundle'， 

コミカノレな設定にその様子をよく表している。

作品の冒頭で提示される教区に赴任してきたばかりの若い副牧師と 80歳近い

チャンドル婆さんの対比は，世代の対比，時代の対比，都会と回舎の対比等，複

ものを含んでいると考えてよいだろうの教区にやってきて一週間にもならな

い副牧師が.コ 1ーヴズゲイトの療域を遠景ーとして水彩画を措くという書き出しは，

まさに文字通りに 2 旧を遠景化。背景:化Lつつ新を前景化しているともいえる。

Th円ιumtehad not been a week in the but the autumn provmg 

I この作品では》視点及び視線が物語の「語り」の技法として巧みに利用され

ており 9 その点については2 拙論「視線と語りの方法:トマス。ハーディの「羊

銅いが見たものJ~大榎茂行教授喜寿記念:論文集 イギリス文学のランドマーク』
(大阪:大阪教育図喜， 2011年)参照。
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fine he he would make a Iittle wat日r開心。lour

view of the Corvsgate min two miles off， vvhich he had 
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新任の高IJ牧師が水彩画に描こうとしているコーヴズゲイトの廃壊は，また，都

会人の田舎や地方に対するイメージをもほのめかしているといってよい。遠闘に

見た鹿櫨を美として捉え絵として描こ弓とし寸気持ちの根底にはョ「西部巡回裁

判途上J the West邑1"nCircuit'，にもうかがえた浅薄なロマンティシズムの

要素と同じく，古いものを美と見なす，あるいは崇高なものを美と見なす当時の

傾向を見出すことができるだろうが3 それが p 彼が現実に出会うお婆さんとの

聞にユーモラスなアイロニーを生み出してゆくことになる。

副牧師としての使命に燃える若い彼の前に現れるのはs粗末な小量に住む耳の

遠いお婆さんで、ある。

near him was a stone-built old cottag君。f and subst叩 tial

bl吐iid.He enler、editラandwas rec吉村氏1 an old woman. 

'Can you giv日 iTI記som白thingto eat， my woman?' he said. She h早ldher 

hand to her ear. 

ιCa旦youglve me fur lunch?' h己shoutecL(11) 

さりげなく差入れられたl見た自に恥ずかしぐないJ(respectable)という言葉に 3

19位紀の偽善的な様相が暗示され， li'iIJ牧師の若々しい使命に燃えた善意とそれを

いささか情けない利己主義とがこの後展開するやがては偽善にしてしまう

こととなる。 るというお婆さんの仕草は9 もちろん老齢による耳の

ものであることは明らかであるが，大さな声で繰り返す副牧師と

竹取りは，副牧師の善意が届かぬもどかしさやヲ彼の善意ーを受付

ては掠まし〈思い始める富iJ牧師の p お婆ーさんとの気持ちの

速さをあら

さんと

止める さん

2 テキストは勺百[1unw-s1-18.1'・ Th指 NewWessex EdHioil， 01d Mrs Chllndle and 
Other Slol'ies with The Famous :l"'rαged_y Macrnillan 

London Ltd.，に依る。

3例えばエドマンド eノ、:ータ(EdmundBurkeヲ1729-
起源、についての哲学的考察~ (A En抑 iryinto the Origin 

the Sublime and 1757)。
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すれ違いや遠さをも予想、させることとなる。

昼食を所望した副牧師に 9 このお婆さん，後に明らかになるチャンドル婆さん

は3畑で採れたキャベツやジャガイモとベーコンを煮込んだものを昼食として提

供する。「パンとチーズJ(bread and ch巴ese，11)を想定していた冨IJ牧師に， r粗末な
食事J(the wrong 5011， H)でよければと断り，さらにはかたくなに副牧師とは離れ

て食事をするチャンドル婆さんはい2)，突然やってきた副牧師に対する身分の違

いをかすかながらも意識している。そこにはまた，農民の家と知りつつも気軽に

入りこんでゆこうとする上流階級であり知識人である劃牧師と，彼を家の中に受

け入れつつも，身分の違いや階級の違いを意識し言葉遣いにも表さざるを得ない

チャンドル婆さんの意識の違いが見られる。読者であるわれわれはs 語り手の視

点に立ちながら，割牧師とほぼ同じ位置に置かれることとなると考えてよかろう。

他の多くの作品とほぼ同じく，ハーディの語りの基本はそこにあると言ってもよ

いが，そのいわゆる 18世紀以来の伝統に沿いながらも，この語りによってp 実

は3 読み手であるわれわれの視点は，読むという行為によって 9 高IJ牧師の視点ョ

語り手の視点，チャンドノレ婆さんの視点のいずれをも自由に行き来しながらこの

物語を追うこととなり 3 この作品に込められたアイロニーを味わうこととなるの

でめる。

E 

高IJ牧師は9 チャンド/レ婆さんとのやりとりで3 お婆さんが自分の教区の人間で

あるということ，35年近くもここに住んでいながら近隣の町へほとんど外出もし

ていないことなどを知り謙一きながらも教会での再会を楽しみにしていると

て帰る。しかしながら，教会で牧師との世間話で3 とのお婆さんが牧師にと

っては扱い難い厄介者で3 むしろ関わりたくないチャンドル婆さんであることを

ると同時に，教会に来たことなど一度もないとし寸事実を知らされて驚くと問

時にヲお婆さんの嘘に憤慨する。

1九lhenthe curate vvas next to his rector he casually observed: 'By the 

way， that's a curious old soul who lives out towards Corvsgate一一oldMrs-I don't 

know her namc-a deaf old woman.' 

'Youme日Ilold Mrs Chl.lndle， I suppose.ヲ

εShe tells 羽lCshe's lived th忠Tむ five悶and同thirtyyears， and has never b信号nto 
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Enckworth， three mil巴Soff. She goes to 1:¥"10 from 自ndto 

end-to the market town司 andto church on Sundays.' 

'To church on Sundays. H'm. She rather exagger抗日sher travels， to my 

thinking目I'vebeen rector her日thirteenyea丸 and1 have 

at church in my time. ' 

'A wicked old wom品n.What can she think of herself for such 

never s官官nhef 

ιShe didn't know you belonged here when she said it， and cuuld iind out the 

untmth of h己rstory. I warrant she wouldn't have said it to me!' And the r己ctor

clmckl日d.

On reflection the curate felt that this was decidedJy a case for his ministrations。

and on the first spare morning he strode across to the cottagε 

found its occupant of course at home. 

the min. He 

5 

この作品において，熱意あふれる使命感に燃えるこの副牧師とし、かにも世俗的

と思えるこの牧師の両方に名前が付されていないのは、ちょうど『カスターブリ

ッジの町長~{The ofCasterbridge， 1 のタイト/レの持つ意味とも関連性が

あると考えてよいだろう。「牧師J(rector)， r副牧師J(curate)といういわば官職は，
人の入れ替わりを前提としたものである。そこにたまたま入りこんでくる人聞が，

この若い副牧師のように熱意を持 eった人間であるか，あるいは事なかれとばかり

に考える牧師のような人間であるかによって，教会の担うものの性格が大きく異

なってくるのである。 13年間も牧師をしていながら，在任中にチャンドノ1/婆さん

の顔を教会で見たことがないと話す上記引用中の牧師の言葉には 9 教区の人々を

教化しひとりでもその魂を救おうという 3 聖職者としての使命の熱意は感じられ

ない。この牧師の態度に，当時の教会の状況に対する語り手の冷ややかな皮肉を

見て取るのは簡単であろう。名前が明らかにされることのないこのふたりのやり

とりの中でフ初めてお婆さんの名前が明らかにされているが 3 名前を明らかにす

ることは，その人間の個性を明らかにし 3 個の存在として浮かび上がらせるこ

とである七後に p 副牧師の妙案で， r伝声管J(a sound tube， 15)を取り付けてもら
ったチャンドル婆さんは，自分の魂を救ってもらうには特別な装置が必要なのだ

4その点では， uダーパヴイノレ家のテス~ (Tess ofthe D 'Urbervillesラ 1891)や『日
陰者ジュード~ (んdethe ObscU/・民1895)はそのタイトルに個人名を入れることで
一個の人間存在の主張が込められていると考えてよかろう。また，この短編の

タイトルが「チャンドル婆さん」となっていることも同様に考えてよかろう。
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を浮かべるが司 l才、，牧師や副牧師

The ldnd-hearted cumleヲatgreat twublιto 

it fixed a5 describ吋ラtheupper mouth 

of vvhoever shcula preach， and叩 the

obi.ョinedthe tube and had 

immediatelv under th己負ce

it vvas to be 

tri.告d.t，s soon註she came fHlm the vestry the curate perceived to his satisfaction 

Mrs Chundle in thじ 5日atbeneathヲ erectand at attentiollヲ herh号addose to th己

lower orifice of the 

required a 

and a !ook of great thal11母r50111 

to s日veI1， while other p記 cou!dbe sav巴din a 

way. (15) 

D'Urben叫esラ 1891)の中でヲ語り手は f田

る人々が叩実際lこは鮮やかなせ儲性を持つ

ここに P 教会に集まっ

る実体とフ彼らを相手に説

るだろう。しかしな

らせているのである。とかくハー

な作風として論じられること

においてもうかがう

ことができる九

で畷をつ 1/¥た

さんのために

試みは I集音器J(仇.1] eaトtrl~nlpet3

を座らせるという志ので、あるが，ほとん

光輝く
F
 

e

-
-rL 

ぐ下にお婆さん

中で¥

自の的 J(the 

in the sacred centre of油 serva1ion，14)守

5ζ~J!nch to his 日 he (=に!::t1告! took， ind悌 d，a real in theiI 

'The C()Hり刊社if~mlトfolk (J.f his 凡針。君din the 

nevvspap町中τthc kn.ollNn D.S 旧日 oblH巴ratedafler・afew 
residenceo .A.，，J.: 'cli:)se qlulrtヨT，~~no T¥'-VES tO be seen. ~ ~ Tess・ラ Ch日D.I8.
:. (1) }2， fこっし hてはまた改めて手l自在起こしたい。
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edifice， 14)となる。「みんなの笑いものになるのはこりごりだ，もう二度といかね

えからねJ(‘1 shall never come no more-never--to be made such a fool of as that 

again.'，15)だと蓄いつつも，副牧師の熱意に応えて，次の「伝声管j での試みに

応じるお婆さんは，魂を救おうとしづ聖職者，副牧師の気持ちに応えようとする

のである。副牧師の熱意，善意を信じることによって，ある意味では「共感の通

路J(congenial channel)がふたりの聞で繋がることとなるといってよいだろう 70

しかしながら，彼の聖職者としての熱意は，説教中のお婆さんの行為によって

急速に冷めるばかりか，それに支えられていた善意を彼は喪失してしまうのであ

る。少し長い引用となるが，以下の副牧師の説教の言葉と括弧書きで挿入された

彼の内面の言葉の対応は，その醸し出されるユーモアにおいて非常に秀逸なもの

と考えてよいだろう。

It was a fine frosty moming in early winter， and he had not gotおrwith his 

sermon when he became conscious of a steam rising from the bell圃mouthofthe 

tube， obviously caused by Mrs Chundle's breathing at the lower end， and it was 

accompanied by a suggestion of onion-stew. However he preached on awhile， 

hoping it would cease， holding in his left hand his finest cambric handkerchief 

kept especially for Sunday morτlIng services. At length， no longer able to endure 

the odour， he lightly dropped the handkerchief into the bell of the tube， without 

stopping for a moment the eloquent flow of his words; and he had the satisfaction 

of feeling hir附 IfiIico町 arativelypure air. 
He heard a fidgeting below; and presently there arose to him over the 

pulpit-edge a hoarse whisper:‘The pipe's chokt!' 

‘Now， as you will perceive， my brethren，' continued the curate， unheeding the 

interruption;‘by applying this test to ourselves， our discemment 0会一'

'The pipe's chokt!' came up in a whisper yet louder and hoarser. 

‘Our discemment of actions as morally good， or indifferent， will b巴much

quickened， and we shall be materially helped in our-' 

Suddenly eame a violent puff of warm wind， and he beheld his handkerchief 

rising from the bell of the tube and floating to the pulpit-floor. The little boys in 

7 これまで筆者による過去の一連の論考においては，恋愛と結婚という問題に

関わる男女の関係，またそれに関わる親子の関係について論じてきたが，ここで

も「共感の通路j として他者との繋がりの問題を見ることができる。
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the gallery laughedヲthinkingit a miracl巴.Mrs Chundle had， in fact， applied her 

mouth to the bo1.iom endヲbloWI1lwith all her might and clear日dthe tube. 10 a few D ヲ

seconds th号 atmosphereof the pulpit became as befor島知 th思 curate'sgreat 

dis己omfiture.Yet stop the orifice again he dared notヲ lestthe old woman should 

mak宮 astill greater disturban∞and draw tl1己atten1ionofthe congregation to this 

unseemIy situation. 

'Ifyouむarefully 日thepassage I hav号quoted，'he continu巴din somewhat 

1ll1comfortab i日accents可 'yOllwill P日rceivethat it naturally suggests three points 

for consid日ration-'

(ιH's 110t onions: itラspeppermint，' he said to himself.) 

'Namelyラmankindin iis unrege日記ratestate-、

(ソIl1dcider. ') 

寸h君 incidenc己ofthe lawヲ and kindn己SSor grace， which we will now 

cOllsider 吟

〈‘r¥ndpidded cabbage.鴨川昌.ta terrible supper sh巴musthave made!ヲ)

'Under th思twofoldaspect of居xl:el11aland intemaJ consdousness.' 

Thus tl1志向V思I・end"'>'0<0.>，，，，，阻むontinuedstrenuously for pel・hapsfive minut'::s 

then he could 3t呂.rJdit no more. D町speratelythm杭inghis thumb into th出

hole， he drew the threads 01' his distracled discourse together， the while 11邑ar加g

her blow to dislodge the 13111 he 3tuむkto tl1e hole匂乱ndbrought 

hi.s s巴rmonto a premature dose. (15幽16¥

副牧師が口にする「この試金石l そのまま彼の行為に転じる。「我々

の行為が善であるか無関心であるかの判断I(Our dis(:emment of aetions as morally 

or iロdiffl巴rent)はフ彼が i{去声管」のラッパ口にハンカチをわざと落とす行為

がヲ道徳的に蕃であるかどうかに関わることになる。お婆さんがF 伝声管が詰ま

ったと思い，下のラッパ口に口を当てて思い切り息を吹き込むことによって生じ

てしまう滑稽な場面は，会衆の自には p 特に子供たちの目には，皮肉にも「奇跡J

のように映る。無様な状況に幹易しながら，やがて匂ってくるお婆さん

の患は，彼には耐え難いもので、ある。副牧師が説教の中で述べている「引用した

くだんの箇所を注意深く分芳してみるとJ(11' yOU¥叩出町 analizej恥 p加 sage1 

have quot阜のの言葉通札「管J を伝ってくるお婆さんの息は，はじめタ

マネギの匂いだと思われたものが，ペパーミントであったり p リンゴ酒の匂いで

あったり，さらに酢漬りのキャベツであったりでp 高1]牧師はさんざんな思いをし，
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まさに彼の発した言葉通り自ら「試金石Jに照らし合わされるのである。

括弧書き，いわゆる噸呼法と呼ばれる技法が，ここでは，彼が口にする説教と，

実際の彼の内面にある本音とのギャップを，非常に効果的にユ}モラスに描き出

している。これが，いつの間にか生じ始めた彼の上滑りな善意と本音との違い，

それはまた世俗きわまりない牧師の態度にもつながる彼の態度を皮肉混じりに

糾弾しでもいるといえるだろう。副牧師が発案した「伝声管」の効果に大喜びし

つつも，途中でどういう訳か詰まって聞こえなかったというチャンドル婆さんは，

熱意に駆られ，善意を抱いて関わり合おうとした副牧師に全幅の信頼を向けるよ

うになる。これまで教会に足を向けることがなかったお婆さんは，彼の善意を信

じて教会に行くことを約束するばかりか，チャンドル婆さんに対して煩わしさ疎

ましさを募らせてゆく副牧師は，彼女の家を訪れて聖書を読むことも約束させら

れる。聖職者としての使命に燃え，チャンドル婆さんとの関わりを持とうとした

にもかかわらず，副牧師は，自分を信じ切って，自分との関わりを求めてくる彼

女に対して距離を置こうと考えるのである。

上の引用に示された説教の言葉に反しているにもかかわらず，副牧師は，教会

の中での説教の際に味わった無様な屈辱とお婆さんの臭い息にたまりかねて，お

婆さんが教会に来ないことを願うばかりか，聖書を読んでくれと請われた彼女の

家への訪問には断固として応じまいと内心誓う。さらには，お婆さんのためにわ

ざわざ取り付けた「伝声管Jを，職人に命じて撤去してしまうのである(17)。滑

稽で子供じみたともいえる副牧師の反応とその心理は，ある意味では，この作品

の冒頭で，コーヴズゲイトの廃撞を美として遠景に描こうとしたその心理と絶妙

に呼応しているといえるだろう。廃壊であっても，距離を置いて遠方に見るがゆ

えに彼にはそれが美しく見えているように，彼の浅薄なロマンテイシズムさなが

らに，彼には現実の実体と接し向き合うという聖職者としての覚悟が欠如してい

るのだといってもよい。ごちそうとして提供された粗末な昼食をこれまでに味わ

ったことがないほどおいしいと思ったにもかかわらず， i息子の拒否j(‘百leSon's 

Veto'， 1891)，あるいは『ダーパヴイル家のテス』にも描かれているような，困舎

が都会を支えているという単純な構図にも気づくことはない80 都会から赴任し

てきた彼にとって，このチャンドル婆さんの住む村は，依然として遠景でしかな

いといってもよかろう。

E 

チャンド、ル婆さんに請われた訪問には断固として応じないと決め込んでいた

8 Cf.‘The Son's Veto'，Wessex Edition， L砕きLittle lronies (London: Macmill組，
1912; rpt.， AMS Press， 1984)，43-44， Tess.， Chap. 30. 
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副牧師のもとに，当のチャンドル婆さんからぜひ会いたいという伝言が届く。一

日延ばしに訪問をためらっていた彼はp 仕方なく訪問をしようとするが、内心で

はいくら非難されようとも「もう二度と(伝声管〉を取り付けることはしない」

( . . will make m信仰11:it UjJ ! 7)と決心してし、る。

副牧師を待ち受けていたものは，思いがけないチャンドル婆さんの死である。

彼女の世話をしていた近所の女の話から、手々ンド;!.-婆さんが死を早めることに

なったいきさつを知らされると同時に m 彼女の遺言喜を;夜される。

A woman 11;)''''' carnιιYe's~ ~ti5 S心、 sir.She went uft' quite sudden..like about two 

hGurs a畠心.¥Vell， you se官民 51rヲ she'¥.vas over seventy years of age， and last Sunday 

she was :'ather le¥te in for clmrchヲ toput her bit 0ヲ dinn巴T

before mu; al1d VJi:lS very anxious to be in ti.me. So she hurried overmuch， 

i:.ll>d run:ned uf' 'ih記hiJi，¥vhich at h日rtiiill信 oflife shc ought not to have done. It 

Upelet her heaγt勺 and[:hピSoeen all the we記ksince弓 andthat mad色hersend 

t:m ヲ日日 T~'Jl\fo 01' three tin1es she s引d5h日 you would come 8000， as youラd

tr!)ヲunelyαu ¥Vere 30 staunch日ndfaithfhl i:n to do her that 

she kne¥v 't'!Na::: not by yonr OVlll T01ish yun didn'1: a:rriv官。 Butshe Vvould 110t let us 

as lronbl記コeetoo much， and th告r記 beoth記rpoor folks 

yOtL ;Sh号 'v/{_)n'i巴oitu think she 日 notbεable to listen to 'ee next 

and fem日d be hlln at it~ and think her relniss. But she was eager to 

hear )'01..1 later OH. l]o-¥Neverラヲj'NaSordained otherwise for th記poorsoul， and 

Shl~ ¥;;laS SOむngone.“ tound a real triend at la3t" 5~ she said“日岳、sa rnan m司

thousand.ヨピSl10t ash品m己dofa町。lc¥woman， and he !1olds that her SOU] is worth 

as wdl as richer 

It was i'， :;mall fnld，::d 

円 S11岱said! v/as tむ youthis，' 

directed to him and seaicd witl1 a thimble 

()r.fi opening ii hむfound it ¥.0 be vifhat she eallcd hel・wiHラi凶nももVJ烹'Jhi凶む11she had le日:庇庇lh1U11m 1百1 

h日 bm配品nヲca出号Eιbむl;匂 Sむuleラf先o下九ルr.中ostto b己dst~:品d仏句 anばdfi白rす〆rn日i官dsampl丘r-infact 

乱l口1th日fl札un噌1明1日nn杭tur忠ofゐ日ny品むCOl1nttha1t she possess日d，(l8) 

いると嘘をつし、たチャン

と決めつけ q その「邪悪

さんは"自分を真底から思

をど見出しているり「千人にひとりの人だJ(He's 

not 3，sn"，med aηoid 1];ゅlomanト「貧
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The curate w己ntout Iike Peler 3:t吐!tc.:(H:;k~l~nJv{， 1-11:.: 1J(tfllS a íJ]e(~k. :yol.1n.g IJCZln， 

and a3 h日'¥veれtlus eyes w日rむwetV/h出11the r(:étr~h\jd a 沿 inthe.: 1抗日告 11(;

stoud stiH thi l1kinふ則正 "~"'V.".'.HL，，;. d;cfi.Vn. i11 thle dus1t of tho f(jJ;，¥'d ~_\~sted his et'bO"t'i in 

one hslld担ndcovむredbi! 1I:11'i)e with the othCf， T!m.s he [ema5λ1唱dSOI:rJc: JiγIiilut;c .0':' 

30， a black むnrhe hut white of the sunn巴di川心れ瑚γti.Hhe hmshed 

the 1m巴esofhis trou:，crs， and walked 011， (18) 
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IV 
ハーディの多くの作品にみられる深刻で暗い調子に反し，一筋縄ではいきそ

うにもない個性的な耳の遠いチャンドル婆さんと，若い富iJ牧師の偽善に流れて

しまう熱意との軽妙で、ユーモラスなやりとりと展開には，ハーデ、イの，あまり

知られてl、ない思いがけない面を見せられている感がある。同じく老人を扱っ

た「運命と青い外套J('Destiny and a BJue Cloak'， 1874)では，老農場主ラヴィル

とアガサ(Agatha)とが繰り広げる， r ロミオとジュリエット~ (Romeo and 

のパパ/コニー・シーンのパロデイのようなコミカ Fレな場面もヲひじよう

に秀逸なものとして記憶に残るが 3 老人を扱うということもまたハーデ、イの新

たな試みと考えてよかろう。老農場主ラヴイノLが，老齢にもかかわらず若いア

ガサに恋し求愛し結婚するように 9 このチャンドル婆さんも司若い副牧師に心

を開きその善意に応えようとするのである。そこに恋愛や結婚の要素は無いに

しても，年齢を超えでの「共感の通路」を見出そうとしている様と捉えれば，

ヘン !J--，ジェイムズ、が，あるいはフォースター (EdwardMorgan Forster.宅 1879

J がs 淡々と描き出そうとしたものと 9 あまり変わらないともいえるだろ

う。つながりを求めるということは3 両者の内面に関わるものであり 3 必然的

に心理の描写が絡んでくるであろう。

チャンドル婆さんの心の変化は彼女の行動に現れるばかりか，彼女の友人の

言葉を通して示されF さらにお婆さんの遺言書に，言葉として示されている。

聖職者として彼女の魂の救済を願うかのように思われた副牧師に対して，かた

くなな態度を和らげ3 彼の善意に応じて身体に無理をしてまでも教会に出かけ

ていく姿p さらにp 彼女の「遺言J に示された彼女の「善意J(goodwill) 

はヲ彼女のわずかな全財産の彼への遺贈という究極的な形で示されるのである。

さんに向けてp その結果応えるように善意を向けられ

ちたお婆さんを疎ましくも煩わしくも思い始める。

そうした彼の二面的iな，二重性ともいえる内面，その心理の動きを，教会の中

での説教の場面で勺日媛呼J去を使い，外向けの言葉と内面の言葉を巧みに対比さ

せつつ示そうとしたその語りの技法は秀逸なものであるばかりでなく 9 聖書へ

の言及でもわかるように 3 その根底にあ:会に対する痛烈な皮肉をみることがで

きるのは3 他の作品とも相通じている。しかしながら司それ以前に普遍的な問

題として，つながりを求め「共感の通路j を求めようとする人間の，すれ違う

善意、の問題としての側面をもっこの作品は3 近代の心理小説の先駆ともいえる

珠玉の作品と見なしてよいであろう。

+日本研究は F 科研費 (225202 8) の助成を受けた成果の一部である。
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